
（愛知県）

市
制
施
行
１
０
０
周
年
と
中
核
市
へ
の 

移
行
が
同
時
期
に
実
現

　

尾
張
国
一
之
宮
（
真ま

す
み
だ

清
田
神
社
）
に
由
来
す
る
市

名
を
持
つ
愛
知
県
一
宮
市
は
、
平
成
17（
２
０
０
５
）

年
４
月
１
日
、
旧
一
宮
市
・
尾
西
市
・
葉
栗
郡
木

曽
川
町
の
２
市
１
町
の
合
併
（
尾
西
市
と
木
曽
川
町

が
一
宮
市
に
編
入
）
に
よ
り
、
新
生
・
一
宮
市
と
し

て
の
歩
み
を
開
始
し
た
。

　

合
併
直
後
の
人
口
は
37
万
７
２
１
６
人
（
令
和
５

／
２
０
２
３
年
12
月
１
日
現
在
37
万
８
６
２
０

人
）。
大
都
市
制
度
の
一
つ
・
中
核
市
の
要
件
（
人

口
規
模
30
万
人
以
上
）
も
、
こ
の
時
点
で
満
た
さ
れ

た
。
旧
市
時
代
の
平
成
14（
２
０
０
２
）年
度
以
降
、

特
例
市
と
し
て
地
方
分
権
に
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
き
た
一
宮
市
（
合
併
時
の
人
口
28
万
５
５
５
０

人
）
は
、
新
市
ス
タ
ー
ト
と
と
も
に
、
近
い
将
来
の

中
核
市
へ
の
移
行
を
、
よ
り
具
体
的
な
形
で
視
野

に
入
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
言
え
る
。

　

平
成
26
（
２
０
１
４
）
年
５
月
の
地
方
自
治
法
一

部
改
正
（
特
例
市
制
度
の
廃
止
な
ど
）
で
、
中
核
市

の
人
口
規
模
の
要
件
は
30
万
人
以
上
か
ら
20
万
人

以
上
へ
と
緩
和
さ
れ
る
が
、
そ
う
し
た
動
き
と
関

わ
り
な
く
、
名
古
屋
市
と
岐
阜
市
の
中
間
に
位
置

す
る
、
尾
張
地
域
（
※
愛
知
県
北
西
部
、
木
曽
川
流

域
の
濃
尾
平
野
や
尾
張
丘
陵
に
分
布
す
る
14
市
４

町
で
構
成
。
人
口
総
数
は
愛
知
県
の
４
分
の
１
を

占
め
る
１
８
８
万
人
強
）
の
中
心
都
市
と
し
て
、
合

併
以
前
か
ら
既
に
大
き
か
っ
た
一
宮
市
の
存
在
感

は
、
合
併
で
よ
り
高
ま
る
こ
と
に
な
っ
た
の
だ
。

　

ま
た
、
新
生
・
一
宮
市
の
基
盤
を
成
す
旧
一
宮

市
が
市
制
施
行
し
た
の
は
、
大
正
10
（
１
９
２
１
）

年
９
月
１
日
の
こ
と
。
令
和
３
（
２
０
２
１
）
年
度

が
市
制
施
行
１
０
０
周
年
に
当
た
る
こ
と
か
ら
、

一
宮
市
で
は
平
成
30
（
２
０
１
８
）
年
に
、
中
核
市

へ
の
移
行
目
標
を
「
市
制
施
行
１
０
０
周
年
と
の
同

時
実
現
」
に
定
め
た
こ
と
を
公
表
し
、
中
核
市
へ
の

準
備
を
着
々
と
進
め
て
い
く
。

　

令
和
３
年
４
月
１
日
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
に
よ

る
各
種
制
限
が
実

施
さ
れ
、
事
業
進
行
な
ど

に
も
何
か
と
遅
滞
が
生
じ
が
ち
な
状
況
下

に
あ
り
な
が
ら
、
一
宮
市
は
中
核
市
へ
の
移
行
を

目
標
通
り
実
現
す
る
。
こ
れ
は
尾
張
地
域
に
お
け

る
初
の
事
例（
愛
知
県
内
で
は
４
番
目
）だ
っ
た
。

　

こ
れ
ら
一
連
の
事
業
を
け
ん
引
し
、
実
現
に
導

い
た
の
は
中
野
正
康
一
宮
市
長
だ
。
本
欄
で
は
、

令
和
５
年
10
月
18
日
に
一
宮
市
を
訪
問
。
県
内
有

数
の
交
通
の
要
衝
、
世
界
的
レ
ベ
ル
の
繊
維
産
業

の
ま
ち
な
ど
、
多
彩
な
顔
を
持
つ
ま
ち
並
み
や
、

現
在
進
行
形
の
地
域
活
性
化
施
策
の
成
果
を
体
感

市 政 ル ポ 一
いちのみや

宮市

市
制
１
０
２
周
年
を
迎
え
た
大
い
な
る
ト
カ
イ
ナ
カ
!!

中
核
市
移
行
を
機
に
図
る
一
宮
流
・
持
続
可
能
な
ま
ち

中
な か の

野 正
まさやす

康
一宮市長
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す
る
と
と
も
に
、
中
野
市
長
に
「
こ
れ
か
ら
の

１
０
０
年
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
中
心
に
、
お
話
を
伺

う
こ
と
が
で
き
た
。

　
「
こ
の
大
き
な
節
目
の
時
期
に
市
長
職
に
あ
る
と
い

う
こ
と
自
体
が
、
非
常
に
光
栄
な
こ
と
で
、
合
併
を

実
現
さ
れ
た
谷
一
夫
前
市
長
を
は
じ
め
、
旧
尾
西
市

や
木
曽
川
町
を
含
め
た
現
一
宮
市
の
基
盤
を
１
０
０

年
近
く
に
わ
た
り
、
培
っ
て
こ
ら
れ
た
先
達
の
皆
さ

ま
に
、
ま
ず
は
心
よ
り
感
謝
を
申
し
上
げ
た
い
と
思

い
ま
す
。
同
時
に
こ
れ
を
一
つ
の
契
機
に
、
本
当
に

自
分
で
も
思
う
と
こ
ろ
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
の
で
、

少
子
高
齢
化
、
人
口
減
少
が
不
可
避
の
今
の
時
代
に
、

持
続
可
能
な
一
宮
市
を
実
現
す
る
た
め
の『
新
し
い
ま

ち
づ
く
り
』を
、
よ
り
積
極
的
に
実
践
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

で
は
、
私
の
考
え
る
新
し

い
ま
ち
づ
く
り
と
は
ど
の
よ

う
な
も
の
な
の
か
。
改
め
て
端
的
な
表
現
を
い
た

し
ま
す
と
、
そ
れ
は
老
若
男
女
を
含
め
、
誰
も
が

住
み
た
い
、
住
み
続
け
た
い
と
思
え
る
よ
う
な
一

宮
市
を
つ
く
っ
て
い
く
と
い
う
こ
と
に
尽
き
ま
す
。

当
た
り
前
過
ぎ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
で
も
、
逆

に
当
た
り
前
の
こ
と
だ
か
ら
こ
そ
、
し
っ
か
り
と

そ
れ
を
実
現
し
て
い
き
た
い
。

　

わ
が
国
に
と
っ
て
『
こ
れ
ま
で
の
１
０
０
年
』
は
、

間
に
戦
争
や
戦
後
復
興
、
さ
ら
に
高
度
経
済
成
長
時

代
か
ら
低
成
長
時
代
へ
と
い
う
流
れ
も
あ
り
、
経
済

的
に
勝
つ
こ
と
が
と
か
く
第
一
目
標
と
さ
れ
が
ち
な

時
代
だ
っ
た
と
も
言
え
ま
す
。
し
か
し
、
人
口
構
造

も
経
済
構
造
も
成
熟
化
し
た
状
況
下
で
迎
え
る
一
宮

市
の『
こ
れ
か
ら
の
１
０
０
年
』は
、
顧
客
満
足
度
な

ら
ぬ
市
民
満
足
度
を
い
か
に
高
め
て
い
く
か
。
そ
れ

が
重
要
な
テ
ー
マ
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。

　

そ
れ
を
実
現
し
て
い
く
こ
と
が
、
ひ
い
て
は
、
地

場
産
業
の
振
興
を
含
め
た
地
域
の
活
力
を
改

め
て
醸
成
し
、
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
へ

と
つ
な
げ
て
い
く
道
で
も
あ
る
と
、
私
は
信

じ
て
お
り
ま
す
」

　

そ
う
語
る
中
野
市
長
は
、
旧
尾
西
市
に
生

ま
れ
育
っ
た
。
大
学
を
卒
業
後
、
平
成
２

（
１
９
９
０
）
年
に
旧
郵
政
省
に
入
省
。
放
送

行
政
局
に
て
メ
デ
ィ
ア
関
連
の
業
務
を
中
心

に
担
当
し
た
後
、
南
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学

に
留
学
、
欧
州
連
合
日
本
政
府
代
表
書
記
官

と
し
て
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル（
ベ
ル
ギ
ー
）に
も
約

３
年
間
駐
在
し
た
。
帰
国
（
平
成
20
／

２
０
０
８
年
）
後
は
、
総
務
省
情
報
通
信
国

際
戦
略
局
や
情
報
流
通
行
政
局
な
ど
で
要
職
を
歴

任
。
平
成
23（
２
０
１
１
）年
か
ら
約
１
年
間
の
民
間

企
業
・
博
報
堂
へ
の
出
向
を
経
て
総
務
省
を
退
職

し
、
平
成
27（
２
０
１
５
）年
２
月
１
日
実
施
の
一
宮

市
長
選
挙
に
出
馬
、
当
選
し
た
。
令
和
６
年
で
３
期

10
年
目
を
迎
え
て
い
る
。

シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
の
源
泉
と
し
て
の 

尾
州
ブ
ラ
ン
ド
の
世
界
発
信

　
「
１
期
目
は
主
に
、
国
が
『
人
口
減
少
社
会
に
お

け
る
地
方
創
生
支
援
』を
推
進
す
る
流
れ
の
中
、『
一

宮
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
』
を
策

定
・
実
践
す
る
な
ど
、
地
域
創
生
へ
の
基
盤
整
備

を
多
方
面
で
図
り
ま
し
た
。

　

２
期
目
に
入
っ
て
３
年
目
の
令
和
３
年
度
に
実

名古屋市

一宮市

令和3年9月1日に挙行された「一宮市制施行100周年記念式典」の模様（中核市への移
行式は同年4月1日開催）

中核市への移行により保健所業務が権限移譲され、市民サービスの向上
につながった（一宮市保健所）
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施
し
た
市
制
施
行
１
０
０
周
年
の
記
念
式
典
（
９
月

１
日
）と
中
核
市
へ
の
移
行（
４
月
１
日
）に
つ
い
て

は
、
前
年
度
か
ら
本
格
化
し
た
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響

を
受
け
、
な
か
な
か
大
変
な
局
面
も
ご
ざ
い
ま
し

た
。
特
に
愛
知
県
か
ら
多
く
の
仕
事
を
引
き
受
け

る
、
中
核
市
へ
の
移
行
は
、『
保
健
所
業
務
』
の
引

き
継
ぎ
で
非
常
に
困
難
を
伴
う
こ
と
に
な
り
ま
し

た
が
、
愛
知
県
に
人
材
の
一
部
支
援
を
お
願
い
し

た
り
、
医
療
関
係
者
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
・
ご
協

力
を
い
た
だ
い
た
り
し
な
が
ら
、
職
員
た
ち
の
踏

ん
張
り
で
予
定
通
り
、
移
行
を
実
現
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
」

　

令
和
５
年
２
月
か
ら
３
期
目
に
入
っ
た
中
野
市

長
は
、
少
子
高
齢
化
・
人
口
減
少
が
不
可
避
の
時

代
背
景
の
中
、
こ
れ
か
ら
の
１
０
０
年
に
持
続
可

能
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
上
で
不
可
欠
な

要
素
と
し
て
「
市
民
に
よ
る
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド

（
郷
土
愛
）の
向
上
」を
ま
ず
挙
げ
る
。
ま
た
、
市
民

を
中
心
に
、
ま
ち
づ
く
り
の
重
要
事
項
は
み
ん
な

で
決
め
る
と
い
う
意
識
改
革
や
、
細
部
を
ゆ
る
が

せ
に
し
な
い
、
誰
も
取
り
残
さ
れ
な
い
取
り
組
み

な
ど
の
重
要
性
に
つ
い
て
も
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で

再
三
触
れ
ら
れ
た
の
が
印
象
的
だ
っ
た
。

　

一
宮
市
が
現
在
展
開
し
つ
つ
あ
る
、
シ
ビ
ッ
ク

プ
ラ
イ
ド
を
向
上
さ
せ
る
た
め
の
代
表
的
な
事
例

に
は
、「
毛
織
物
の
世
界
三
大
産
地
・
尾
州
」と
し
て
、

一
宮
市
を
軸
に
尾
張
地
域
で
盛
ん
な
繊
維
産
業
の

さ
ら
な
る
振
興
と
、
世
界
へ
の
発
信
（
ブ
ラ
ン
デ
ィ

ン
グ
）事
業
が
あ
る
。

　
「
一
宮
市
（
旧
一
宮
市
・
尾
西
市
・
木
曽
川
町
）
を

中
心
と
す
る
尾
州
地
域
は
、

１
３
０
０
年
ほ
ど
前
の
奈
良
時
代

か
ら
続
く
織
物
産
地
で
す
。
中
で

も
毛
織
物
に
関
し
て
は
、
現
在
、

イ
タ
リ
ア
の
ビ
エ
ラ
、
イ
ギ
リ

ス
の
ハ
ダ
ー
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
と

並
ぶ
『
世
界
三
大
生
産
地
』
の
一

つ
に
数
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

近
世
ま
で
は
麻
織
物
、
絹
織

物
、
綿
織
物
が
生
産
の
中
心
で
、

明
治
時
代
後
半
か
ら
、
毛
織
物

産
地
と
し
て
の
体
制
が
整
っ
て

い
き
ま
す
。
毛
織
物
も
当
初
の
和
装
向
け
毛
織
物

の
生
地
生
産
か
ら
、
大
正
・
昭
和
前
半
期
に
は
洋

装
生
地
と
し
て
の
毛
織
物
の
生
産
が
中
心
と
な
り
、

現
在
に
至
り
ま
す
」

　

一
宮
市
を
中
心
に
、
尾
州
地
域
は
現
在
、
共
同

で
《
尾
州
ブ
ラ
ン
ド
》
の
発
信
に
努
め
て
い
る
。
そ

の
拠
点
は
、
中
野
市
長
が
理
事
長
を
務
め
る
《
公
益

財
団
法
人
一
宮
地
場
産
業
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ

ン
セ
ン
タ
ー
》（
Ｆ
Ｄ
Ｃ
）だ
。

　
「
Ｆ
Ｄ
Ｃ
は
尾
州
だ
け
で
な
く
、
尾
張
地
域
全
体

の
地
場
産
業
を
振
興
す
る
た
め
、
国
・
愛
知
県
・

一
宮
市
な
ど
現
14
市
町
村
の
圏
域
・
18
業
界
団
体

の
共
同
で
、
昭
和
59
（
１
９
８
４
）
年
に
設
立
さ
れ

ま
し
た
。
つ
ま
り
、
圏
域
内
全
て
の
地
場
産
業
の

振
興
を
担
っ
て
い
ま
す
が
、
事
業
の
中
心
は
尾
州

の
繊
維
産
業
で
す
。
繊
維
関
係
の
展
示
会
の
開
催

や
世
界
に
進
出
す
る
た
め
の
独
創
的
な
テ
キ
ス
タ

イ
ル
開
発
な
ど
プ
ロ
ダ
ク
ト
事
業
の
推
進
、
人
材

（
次
世
代
）
育
成
事
業
、
各
種
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事

業
な
ど
、
多
角
的
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

近
年
は
特
に
、
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
た
め
の
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事
業
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
例

え
ば
日
本
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
流
行
発
信
地
・
原

宿
で
、
春
と
秋
に
展
示
会
を
実
施
し
て
い
る
ほ
か
、

国
内
外
で
開
催
さ
れ
る
繊
維
・
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
関

係
の
各
種
展
示
会
へ
も
積
極
的
に
参
加
す
る
な
ど
、

尾
州
ブ
ラ
ン
ド
の
発
信
活
動
を
、
よ
り
多
彩
に
実

践
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

特
に
本
年（
令
和
５
年
）11
月
11
・
12
日
に
は
、
一

宮
市
と
し
て
は
史
上
最
大
級
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
フ
ェ

ス
タ
と
な
る《
東
京
ガ
ー
ル
ズ
コ
レ
ク
シ
ョ
ン（
Ｔ
Ｇ

Ｃ
）地
方
創
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
》を
中
心
に
、
ア
ー
ト
、

フ
ー
ド
、
そ
の
他
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
イ
ベ
ン
ト
な
ど

を
、
中
心
市
街
地
で
複
合
的
に
行
う
『
Ｂ
Ｉ
Ｓ
Ｈ
Ｕ　

Ｆ
Ｅ
Ｓ
．
／
尾
州
フ
ェ
ス
』を
初
開
催
し
ま
す
」

　
『
Ｂ
Ｉ
Ｓ
Ｈ
Ｕ　

Ｆ
Ｅ
Ｓ
．
／
尾
州
フ
ェ
ス
』
の
模

毎年春と秋に東京・原宿で実施されているFDCのプロモーション
事業「Bishu Material Exhibition」は尾州ブランド恒例の公式展示会

一宮地場産業ファッションデザインセンター（FDC）のロビー。地場
産の繊維製品の展示とともに商談もできるスペースになっている
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様
に
つ
い
て
は
、
後
に
触
れ
る
が
、
こ
こ
で
一
つ
、

繊
維
産
業
の
ま
ち
・
一
宮
市
な
ら
で
は
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
が

強
く
感
じ
ら
れ
る「
さ
さ
や
か
だ
け
れ
ど
も
、
画
期
的

な
取
り
組
み
」（
中
野
市
長
）を
、
ご
紹
介
し
て
お
き
た

い
。
そ
れ
は
令
和
２
（
２
０
２
０
）年
度
か
ら
３
年
度

に
か
け
て
準
備
さ
れ
、
令
和
４
（
２
０
２
２
）年
度
に

実
現
し
た
、
市
内
公
立
中
学
校
19
校
に
お
け
る
制
服

改
革
事
業「
み
ん
な
の
制
服
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」だ
。

　

一
宮
市
の
公
立
中
学
校
の
制
服
は
長
年
、
男
子
は

詰
襟
学
生
服
、
女
子
は
セ
ー
ラ
ー
服
を
採
用
し
て
き

た
。
し
か
し
、
時
代
の
変
遷
に
つ
れ
生
じ
つ
つ
あ
る

気
候
変
動
、
性
別
に
対
す
る
受
け
止
め
方
の
変
化
な

ど
へ
の
対
応
策
の
一
環
と
し
て
、
繊
維
産
業
の
ま
ち

ら
し
く「
制
服
の
改
革
」に
着
目
し
た
。

　

ま
ず
は
学
識
経
験
者
、
臨
床
心
理
士
、
繊
維
技
術

研
究
者
、
保
護
者
、
教
員
な
ど
で
構
成
す
る「
み
ん
な

の
制
服
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」会
議
を
設
立
。
学
生
服
も
表

現
手
段
の
一
つ
と
の
観
点
か
ら
食
育
な
ら
ぬ
「
服
育
」

の
充
実
、
地
場
産
業
の
繊
維
業
を
媒
介
に
図
る
「
シ

ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
」の
喚
起
・
醸
成
、
制
服
の
持
つ
購

入
費
用
や
管
理
の
し
や
す
さ
な
ど
か
ら
の
観
点
に
よ

る「
保
護
者
負
担
へ
の
配
慮
」の
３
点
を
軸
に
、
制
服

改
革
の
論
議
を
開
始
し
た
。

未
来
予
想
図
は
交
通
の
要
衝
に
し
て

ウ
ォ
ー
カ
ブ
ル
な
ト
カ
イ
ナ
カ

　
「
大
人
た
ち
に
よ
る
論
議
と
同
時
並
行
し
て
力
を

入
れ
た
の
が
、
制
服
を
着
る
当
事
者
の
中
学
生
、

中
学
校
に
入
れ
ば

自
分
た
ち
も
制
服

を
着
る
こ
と
に
な

る
小
学
生
た
ち
か

ら
の
徹
底
的
な
意

見
の
収
集
で
す
。

具
体
的
に
は
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
や
、

中
学
生
た
ち
の
意

見
を
直
接
聞
く
た

め
の
『
中
学
生
い

ち
の
み
や
《
夢
サ
ミ
ッ
ト
》』『
み
ん
な
の
制
服
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
』
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
随

時
開
催
す
る
な
ど
、
小
中
学
生
の
本
音
の
意
見
を

集
め
ま
し
た
。

　

そ
う
し
た
過
程
を
経
た
上
で
、
新
し
い
制
服
を

ブ
レ
ザ
ー
タ
イ
プ（
ス
カ
ー
ト
・
ス
ラ
ッ
ク
ス
・
キ
ュ

ロ
ッ
ト
の
選
択
制
）
と
定
め
、
中
学
校
の
生
徒
会
役

員
に
集
ま
っ
て
も
ら
っ
て
、
最
終
的
に
４
パ
タ
ー

ン
の
試
作
品
を
セ
レ
ク
ト
。
そ
れ
ら
を
市
内
の
全

公
立
小
中
学
校
（
61
校
）
に
持
ち
回
り
で
直
接
見
て

も
ら
い
、
最
後
は
全
小
中
学
生
の
投
票
で
、
デ
ザ

イ
ン
を
決
め
ま
し
た
」

　

中
野
市
長
は
、
同
事
業
の
最
大
の
意
義
を
「
制
服

を
着
る
当
事
者
の
子
ど
も
た
ち
を
中
心
に
、
大
人
た

ち
と
の
活
発
な
意
見
交
換
を
経
て
、
み
ん
な
で
新
た

な
制
服
を
決
め
た
こ
と
に
あ
る
」と
語
る
。
さ
ら
に
、

大正・昭和・平成を生きた洋画家・三岸節子像（旧尾西市出身）と作品を多数所蔵の一宮市三岸節子記念美
術館（生家跡）。ギザギザののこぎり屋根は三岸節子の生家・繊維工場の明かり取り窓の再現だ

高さ138mのアーチ式展望タワー「ツインアーチ138」は国
営木曽三川公園内「138タワーパーク」の目玉。138は「一宮
市」の市名に由来する

一宮市は喫茶店の名物・豪華モーニングサービスの発祥地とも言われて
いる。喫茶店を打ち合わせの場に頻繁に使った繊維産業従事者へのサー
ビスとして発展
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自
分
た
ち
で
選
ん
だ
制
服
の
生
地
生
産
や
デ
ザ
イ

ン
、
縫
製
が
最
大
の
地
場
産
業
と
し
て
実
施
さ
れ
て

い
る
事
実
を
通
じ
て
「
具
体
的
に
実
感
さ
れ
る
こ
と

に
な
る
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
（
郷
土
愛
）
の
貴
重
さ
」

（
中
野
市
長
）は
、
言
う
ま
で
も
な
い
だ
ろ
う
。

　

加
え
て
、
こ
の
事
業
の
副
次
的
効
果
と
し
て
、「
例

え
ば
全
国
的
に
も
問
題
に
な
っ
て
い
る
無
意
味
な

校
則
（
服
装
に
関
す
る
過
度
の
規
制
な
ど
）
を
、
学

校
側
や
生
徒
た
ち
が
自
発
的
に
見
直
す
た
め
の
契

機
、
自
分
た
ち
に
関
係
す
る
こ
と
は
自
分
た
ち
で

決
め
よ
う
と
す
る
子
ど
も
た
ち
の
自
立
心
の
醸
成

の
き
っ
か
け
な
ど
に
、
今
後
な
っ
て
い
く
こ
と
も

期
待
し
て
い
ま
す
」と
中
野
市
長
。

　
「
こ
れ
か
ら
の
１
０
０
年
の
ま
ち
づ
く
り
」に
不
可

欠
な
要
素
と
し
て
、
中
野
市
長
が
重
視
す
る
「
シ

ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
の
向
上
」
を
軸
に
、
市
民
を
中
心

に
ま
ち
づ
く
り
の
重
要
事
項
は
み
ん
な
で
決
め
る
と

い
う
意
識
改
革
、
細
部
を
お
ろ
そ
か
に
し
な
い
、
誰

も
取
り
残
さ
れ
な
い
取
り
組
み
な
ど
の
大
切
な
要
素

が
、「
み
ん
な
の
制
服
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」に
は
全
て
含

ま
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
ま
さ
に
「
さ
さ
や
か

だ
け
れ
ど
も
画
期
的
な
事
業
」と
言
え
る
。

　

余
談
に
な
る
が
、
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
の
向
上

と
い
う
意
味
で
近
年
、
一
宮
市
の
ヒ
ー
ロ
ー
に
な
っ

て
い
る
ス
ポ
ー
ツ
選
手
に
、
車
い
す
テ
ニ
ス
の
小

田
凱と
き
と人

選
手
（
一
宮
市
出
身
17
歳
）
が
い
る
。
小
田

選
手
は
市
内
の
中
学
校
を
卒
業
し
て
１
年
後
の

２
０
２
３
年
全
仏
、
全
英
（
ウ
ィ
ン
ブ
ル
ド
ン
）
で

優
勝
し
、
今
や
世
界
ラ
ン
キ
ン
グ
１
位
の
常
連
だ
。

中
野
市
長
も
「
だ
れ
も
が
自
分
ら
し
く
活
躍
で
き
る

ま
ち
を
目
指
す
一
宮

市
に
と
っ
て
、
小
田

選
手
の
活
躍
は
、
ま

さ
に
シ
ン
ボ
ル
的
な

事
例
と
言
え
ま
す
」と

絶
賛
す
る
。

　

さ
て
、
世
界
的
な

繊
維
産
業
の
ま
ち
・

一
宮
市
は
、
一
方
で
、

古
来
知
ら
れ
て
き
た

よ
う
に
愛
知
県
の
中

で
も
有
数
の
交
通
の

要
衝
で
も
あ
る
。

　

Ｊ
Ｒ
東
海
、
名
鉄

名
古
屋
本
線
お
よ
び

尾
西
線
な
ど
の
鉄
道
路
線
、
名
神
高
速
道
路
、
東

海
北
陸
自
動
車
道
、
名
古
屋
高
速
16
号
一
宮
線
、

国
道
22
号
お
よ
び
１
５
５
号
な
ど
の
幹
線
道
路

が
、
市
域
を
縦
横
に
走
る
交
通
環
境
は
文
字
通
り

「
至
便
」の
一
言
。
県
都
・
名
古
屋
市
お
よ
び
、
岐

阜
県
の
県
都
・
岐
阜
市
か
ら
も
鉄
道
で
最
速
約
10

分
、
名
神
高
速
道
路
や
東
海
北
陸
自
動
車
道
の
市

内
Ｉ
Ｃ
か
ら
は
15
分
以
内
で
、
中
心
市
街
地
に
到

達
す
る
。

　

加
え
て
現
在
、
一
宮
稲
沢
北
Ｉ
Ｃ
（
東
海
北
陸
自

動
車
道
）
が
開
設
さ
れ
、
名
岐
道
路
の
整
備
、
名
神

高
速
道
路
・
尾
張
一
宮
Ｐ
Ａ
へ
の
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ

の
設
置
検
討
、
木
曽
川
に
架
か
る
濃
尾
大
橋
の
渋

滞
を
緩
和
す
る
新
濃
尾
大
橋（
仮
称
）の
架
橋
事
業
、

名
鉄
苅か
り
や
す
か

安
賀
駅
付
近
の
鉄
道
高
架
事
業
ほ
か
、
交

通
イ
ン
フ
ラ
再
整
備
の
大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
、

同
時
多
発
的
に
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
交
通
イ
ン
フ
ラ
の
再
整
備
に
付
随
し

て
、
一
宮
市
内
に
は
現
在
、「
物
流
関
係
の
拠
点
施

設
が
次
々
に
設
置
さ
れ
つ
つ
あ
る
ほ
か
、
企
業
進

出
の
問
い
合
わ
せ
が
非
常
に
増
え
て
い
ま
す
」
と
中

野
市
長
。

　
「
交
通
イ
ン
フ
ラ
の
再
整
備
に
は
、
地
域
活
性
化

の
多
彩
な
種
が
含
ま
れ
て
き
ま
す
が
、
一
方
で
そ

の
効
果
を
き
ち
ん
と
享
受
す
る
た
め
に
も
不
可
欠

な
の
が
、
中
心
市
街
地
の
軸
を
担
っ
て
き
た
商
店

街
の
衰
退
な
ど
に
よ
る
、
市
内
の
回
遊
性
の
欠
如

か
ら
の
脱
却
、
新
た
な
に
ぎ
わ
い
・
回
遊
性
の
創

造
で
す
。

　

高
速
交
通
網
の
拡
充
で
、
市
内
外
を
結
ぶ
ル
ー

尾張一宮駅前ビル「i-ビル」内には、市立中央図書館、中央子育て支援センター、
市民活動支援センターなどの公的施設が数多く入居

「ツインアーチ138」展望室から見る雄大な木曽川
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ト
は
、
よ
り
多
彩
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、

一
宮
市
の
最
大
の
都
市
核
で
あ
る
一
宮
駅
周
辺
は
、

建
物
容
積
率
が
４
０
０
％
か
ら
６
０
０
％
へ
と
規

制
緩
和
さ
れ
た
た
め
、
駅
周
辺
の
ビ
ル
建
設
は
今

後
、
さ
ら
に
活
発
化
し
て
い
き
ま
す
。
課
題
に
な
っ

て
い
る
の
は
、
そ
の
間
を
つ
な
ぐ
駅
か
ら
中
心
市

街
地
へ
の
人
の
流
れ
、
回
遊
性
を
い
か
に
図
っ
て

い
く
か
と
い
う
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

　

名
古
屋
市
と
岐
阜
市
の
中
間
点
に
あ
る
ベ
ッ
ド

タ
ウ
ン
と
し
て
、
人
口
を
あ
る
程
度
維
持
で
き
た

と
し
て
も
、
中
心
市
街
地
を
歩
く
人
が
減
少
す
る

現
状
が
改
善
さ
れ
な
け
れ
ば
、
本
当
の
意
味
で
の

活
気
は
生
ま
れ
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
一
宮
市
全
体
の

活
性
化
の
低
下
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
そ
の
懸
念

を
払
拭
す
る
た
め
、
ま
た
市
民
満
足
度
を
向
上
さ

せ
る
た
め
に
も
、
ぜ
ひ
と
も
必
要
な
の
が
ウ
ォ
ー

カ
ブ
ル
な
ま
ち
（
歩
い
て
楽
し
い
ま
ち
）
の
実
現
な

の
で
す
」

　

先
に
触
れ
た
、『
Ｂ
Ｉ
Ｓ
Ｈ
Ｕ　

Ｆ
Ｅ
Ｓ
．
／
尾

州
フ
ェ
ス
』
こ
そ
は
、
中
心
市
街
地
に
人
々
の
回
遊

性
を
復
活
さ
せ
る
た
め
の
試
金
石
と
も
な
る
、「
生

き
た
実
証
実
験
」
と
言
え
る
。
報
道
に
よ
る
と
、
普

段
は
人
出
の
少
な
さ
が
目
立
つ
本
町
商
店
街
（
真
清

田
神
社
参
道
・
本
町
通
り
）
を
ラ
ン
ウ
ェ
イ
に
、
東

京
ガ
ー
ル
ズ
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
し

た
衣
装
、
地
元
の
服
飾
デ
ザ
イ
ン
専
攻
の
学
生
た

ち
が
製
作
し
た
衣
装
に
よ
る
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

シ
ョ
ー
が
華
々
し
く
開
催
さ
れ
、
市
内
外
か
ら
多

く
の
観
衆
が
詰
め
か
け
た
。
ま
た
、
尾
張
国
一
之

宮
（
真
清
田
神
社
）
の
門
前
町
と
し
て
栄
え
た
時
代

か
ら
の
伝
統
を
持
ち
、
一
宮
市
が
全
国
発
信
を
目

指
す「
和
菓
子
」の
売
店
ブ
ー
ス
も
好
評
を
博
し
た
。

　

さ
ら
に
、
一
宮
市
は
Ｊ
Ｒ
尾
張
一
宮
駅
か
ら
尾

州
フ
ェ
ス
が
開
催
さ
れ
た

銀
座
通
り
、
本
町
通
り
の

周
辺
エ
リ
ア
で
、
尾
州

フ
ェ
ス
の
１
週
間
前（
令
和

５
年
11
月
３
～
５
日
）
に
、

中
心
市
街
地
の
回
遊
性
・

滞
在
性
の
向
上
を
目
指
す

た
め「
ま
ち
な
か
ウ
ォ
ー
カ

ブ
ル
社
会
実
験
～
ス
ト

リ
ー
ト
チ
ャ
レ
ン
ジ
」を
実

施
。
こ
れ
に
も
ま
た
、
多

く
の
市
民
が
参
加
し
、「
周

辺
を
回
遊
し
て
、
一
宮
市

の
こ
れ
か
ら
の
１
０
０
年

を
み
ん
な
で
考
え
る
契
機
と
す
る
実
証
実
験
」（
中

野
市
長
）
と
な
っ
た
こ
と
が
、
各
種
報
道
か
ら
も
う

か
が
え
る
。

　
「
第
２
期
一
宮
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総

合
戦
略
」の
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
は「『
ト
カ
イ
ナ
カ
』で

子
育
て
に
や
さ
し
く
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
」。

木
曽
川
が
育
む
自
然
豊
か
な
環
境
下
に
あ
る
一
宮

市
で
は
、
繊
維
産
業
に
加
え
て
都
市
近
郊
農
業
も

盛
ん
だ
。
前
述
の
よ
う
に
名
古
屋
や
岐
阜
か
ら
最

短
約
10
分
の
利
便
性
も
併
せ
持
つ
。
中
核
市
と
し

て
「
次
の
１
０
０
年
に
向
け
た
歩
み
」
を
開
始
し
た

一
宮
市
の
未
来
予
想
図
の
ベ
ク
ト
ル
は
、
ま
さ
に

「
交
通
の
要
衝
に
し
て
ウ
ォ
ー
カ
ブ
ル
な
ト
カ
イ

ナ
カ
（
都
会
＋
田
舎
）」
の
構
築
に
向
け
ら
れ
て
い

る
の
だ
。

（
取
材
・
文
＝
遠
藤
隆
／
取
材
日
＝
令
和
５
年
10
月
18
日
）

中心市街地の回遊性・滞在性の創造を目指す「まちなかウォーカブル社会
実験～ストリートチャレンジ」（令和5年11月3 ～ 5日）も尾州フェスと同様、
尾張一宮駅前の銀座通りから本町通り周辺を中心に実施された

尾張国一之宮「真清田神社」の例大祭「桃花祭」（4月3日）は一宮市の春
の風物詩

令和5年11月に中心市街地で開催された尾州フェスは、一宮市のブラン
ディング事業
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